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⼈材発掘・育成 〜地域⾦融機関は AI・デジタル⼈
材の宝庫〜 

課題２は⼈材発掘・育成である。AI 開発技術の発展・⺠主化により、分析プログラム
が書ける「データサイエンティスト」以外の⼈材にもデータ活⽤へのハードルが引き下
げられた。⼀⽅で、データを活⽤してビジネスにどう活かすか企画できる「データスト
ラテジスト」に求められる資質には変わりがない。こうした変化と、データに基づく経
営の重視は、⾦融機関におけるデジタル⼈材の採⽤・育成⽅法にも⼤きな変化をもたら
した。具体的には、外から中途採⽤するよりも、社内で既にドメイン知識を保有してい
る⼈を育成する⽅針が⼀般化しつつある。ここで⾦融データ活⽤推進協会が取り組んだ
のが業界横断データコンペティションである。 

データコンペティションとは、企業のデータ分析課題に対し、コンペティション形式
で AI のアルゴリズム制度を競い合う競技会である。 

2023 年 1 ⽉から 3 ⽉に開催された第１回データコンペティションには、100 超の⾦
融機関から、20 代から 60 代まで計 1,658 名が参加した。⽇本の⾦融機関を対象とした
分析コンペティションでは、おそらく歴史上最⼤規模のものとなった。驚くべき事に、
表彰式にて⾦融機関の⼊賞者に話を聞くと、⽇頃の業務でデータサイエンス関連の仕事
に従事していない⼈が過半を占めていた。中には、今回のデータコンペティションをき
っかけに初めてプログラミングを触る地域⾦融機関の⾏員も少なくなかった。多くの⾦
融機関が AI・デジタル⼈材の不⾜を嘆いているが、素養を持つ⼈材は営業店・事務部署
等に隠れており、その⼈材発掘こそが重要な経営課題であることを⽰す証左となった。
この発⾒は、⾦融機関の経営層に強く訴えたいところである。 

⾦融データ活⽤推進協会では、2024 年 1 ⽉から 3 ⽉にかけて、第 2 回のデータコン
ペティションを開催予定であり、⾦融業界の AI・データ活⽤⼈材の継続的な発掘・育成
に取り組んでいく所存である。 
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まとめ 

⾦融機関における AI・データ活⽤の推進のための解決策を３つに類型化し、①⾦融
AI 成功事例の共有、②⼈材発掘・育成を論じてきた。共通するのがオープン化と業界横
断での連携の重要性である。⽣成 AI を巡る昨今の情勢をみても、デジタル化は更に爆
発的な進展を遂げていくと思われる。そうした状況に⼀企業で単独で⽴ち向かっていく
のは、⾦融機関の体⼒やノウハウ等あらゆる⾯において有効な戦略であるとは⾔い難い。
⾦融業界として⾮競争領域を明確にし、これらを積極的に共有して AI・データ活⽤の
底上げを⾏い、業界としてのネットワーク効果を⾼め、個社の競争⼒を⾼めていかなけ
ればならない。結果として、業界の魅⼒も向上し、優秀な⼈材の参画、個社の競争⼒向
上に繋がるであろう。⾦融データ活⽤推進協会は、引き続き、⾦融業界の発展に貢献し
ていきたい。 
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